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１．はじめに

この原稿体裁例はタイトル，執筆者，本文の記載方法，図表，数式，参考文献の標記方法について示している。･・・・・・・・・････････････････････応用測量論文集（JAST: Journal of Applied Survey Technology）・・
･･････執筆者はこの例に則り原稿を作成し提出すること１）。

２．研究概要

章レベルの見出しは上記のとおりとする。

２．１　研究の方法
節レベルの見出しは上記のとおりとする。

２．１．１　分析の方法
項レベルの見出しは上記のとおりとする。

[image: 数式（アウトライン）]
	(１)



[image: 数式2（アウトライン）]			(２)






*    春日大学工学部　測量工学科　   Department of Survey Engineering, Faculty of Engineering, Kasuga University
＊＊	測量コンサルタント㈱　測量部   Surveying Department, Survey Consulting co.,ltd.
＊＊＊	国土交通省国土地理院　　　　   Geospatial Information Authority, Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism
３．実験の方法

・・・・・・・・・・・・の定義を図１に，日本の緯度経度原点を図２に示す。・・・・・・・・・。
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４．実験結果

・・・・・
実験結果を表１に示す。・・・・・・・・・。

表１　楕円体高についての統計値
	実験回数
	１回目
	２回目
	３回目
	４回目
	５回目
	６回目
	合計

	標本数
	355
	360
	360
	476
	106
	381
	2038

	平均値
	-0.008
	-0.009
	0.014
	-0.006
	-0.012
	0.009
	-0.001

	標準偏差
	0.012
	0.011
	0.012
	0.016
	0.014
	0.013
	0.016

	最大値
	0.026
	0.021
	0.047
	0.039
	0.062
	0.049
	0.062

	最小値
	-0.040
	-0.045
	-0.016
	-0.039
	-0.036
	-0.034
	-0.045

	範　囲
	0.066
	0.066
	0.064
	0.078
	0.098
	0.083
	0.107









５．考察

・・・・・・・・・・・・・・・

６．まとめ

・・・・・・・・・・・・・・・。
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図２　緯度経度原点
図１　緯度経度の定義
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